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Since Edo era,walking style of Japanese people has been significantly changed along with cultural transitions.
This article compiles a research on features of Japanese traditional walking style,such as“Nanba”and“Suriashi”,
then discusses issues of today’s walking style.
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3. ま と め
ここまで，江戸時代以降の歩き方の変遷について述べ
てきた。歩行は，単に身体の運動の一形態にとどまらず，
生産手段や生活様式などの文化との相関関係をもった身
体の総合的所産といえる。
現代では，歩き方を取り巻く要素が大きく変わってい
る。移動手段の多様化，道路の整備，洋装文化の定着，居
住空間や食生活の変化，体型の大型化などである。この
ような状況のもとでは，ナンバや摺り足のような伝統的
な歩行を日常的な場面で実践することはほとんどない。
では，現代人の歩き方が完全に西洋化しているかという
と，けしてそうとはいえない。日本人特有の歩き方とし
て，膝を曲げた姿勢の悪い歩き方，ぺたぺたと踵をかえ
す歩き方などが指摘されることが多い。従来の膝歩行の
特徴が残っているのである。こうした歩き方は，服装や周
囲の環境との不調和といった単に美的な問題だけではな
く，身体の安全，健康にも影響する。伝統的な身体意識や
所作，身体的習慣が，現代生活と完全にマッチングしない
点に，現代の歩き方の問題点の一つがあると仮定される。
最近では，老化対策，運動不足や生活習慣病対策，ダ
イエットなど，より積極的な目的で歩行をとらえること
が多くなっている。このような状況を踏まえると，現代
の生活文化にマッチし，かつ，現代人の身体の健康維持
に役立つような歩き方の新しい指針の提言が必要となっ
てくるのである。
本稿では，日本人の歩き方について，特に江戸時代以
降の変遷を中心に考察し，現代社会に適応した歩き方の
新しい指針の必要性を提示するにとどまった。今後は，現
代生活における歩き方に必要な要素とは何かについて具
体的に検討していく予定である。
なお，この研究は，八戸工業大学特別研究助成費の補
助を受けて進められた。
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